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80 年目の「８月 15 日」
テレビはかつての戦争の反省をしきりに繰り返す

でも、現実の世界は戦争危機が増すばかり
　80年前にアメリカ軍によって落とされた原爆の惨禍は戦後生まれのわたしでもよく知らされ
ていて、「戦争は二度と繰り返してはならない」とは常識として頭の中にしみ込んでいるので
すが、30代、40代までの若い年齢層では「ヒロシマ・ナガサキ」と聞いてもピンとこない人が
多くなって、攻められたら攻め返すのは当たり前、国益第一の「日本人ファースト」の考え方
が広まってきています。
　本号は付録として４ページを追加し、広島市・長崎市の今年の「平和宣言」を全文ご紹介し
ます。両市の市長はとりわけ革新系ではなく、ごくごく普通のセンスの方々。しかし、ここに
わたしたちが進むべき道が示されています。
 決して絵空事ではありません。じっくりとお読みください。

NO.37　2025.8.15

クイズ　息が苦しくなりそうな空　飛翔体が２つ　さて、何が飛んでいるのでしょうか？
紙に印刷した紙面では分かりにくいかもしれませんが、答えは次ページにあります。



　　　　　　　　画面上部の右側に羽田空港に向か   

                う飛行機が飛んでいます。東京湾の

木更津辺りから陸地に進入した旅客機は埼玉県上空で

左に急旋回して羽田に降りるのですが、東京都北部の

板橋区上空ではもうかなりの低空です。練馬区になる

と手で掴めそうなぐらい頭の上を飛んでいて、事故が

起きたら大惨事の東京の空です。

　もう一つは、画面上の左端に飛んでいる鳥のような

もの。実はアゲハチョウで、８月に入るとあちこちで

子づくりのための求愛飛翔が見られます。１面の写真

では１羽しか写っていませんが、２羽が絡み合ってい

るところと飛行機が飛んでいる姿を１枚の写真に収め

ることはできませんでした。　

　現代の人々は自然に生えている植物そのものが嫌いなのだから草藪（くさやぶ）を枯らしてしまうヤブガラ

シ（藪枯）は歓迎かと思いきや、この野草も大嫌いなのだから勝手なものです。でも、ヤブガラシには

たくさんの虫がやってきます。薄緑色の球が花で、きれいな黄色い部分は花が終わった後に残った花盤

（盤状の花托）なのですが、これがお皿のようになっていて甘い蜜をためているのです。

　上写真右はアゲハチョウ。蜜を吸うときはじっとしているので、前ページのような飛翔姿よりも、は

るかに写真が撮りやすかったです。右のカナブンなんか花盤に頭を突っ込んで、カメラを１cmぐらいに

近づけてもまったく気にしない様子でした。みんな、頑張れよ～！

　上の３種の花は左から園芸野菜のナス、アメリカイヌホウヅキ、ワルナスビ。ナス科の果

実は大きさは異なっても、丸い濃い紫色で表面がつるつるしているのが特徴ですが、花もよく見ると真

ん中から太い黄色い雄蕊（おしべ）を伸ばしているところなんか、いずれも同じ。実が赤色の秋の花・ヒヨ

ドリジョウゴも、ナス科のはずですが、雄蕊が飛び出しているところは似ています。

クイズの答え

嫌われ者のヤブガラシなのだが　昆虫には生命の泉

「なるほど the NUSU」ナス科の花をよく見ると・・・・
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2025 年８月６日　広島平和宣言（全文）

　今から 80 年前、男女の区別もつかぬ遺体であふれかえっていたこの広島の街で、体中にガラ

スの破片が突き刺さる傷を負いながらも、自らの手により父を荼毘に付した被爆者がいました。

「死んでもいいから水を飲ませて下さい！」と声を振り絞る少女に水をあげなかったことを悔や

み、核兵器廃絶を叫び続けることが原爆犠牲者へのせめてもの償いだと自分に言い聞かせる被爆

者。原爆に遭っていることを理由に相手の親から結婚を反対され、独身のまま生涯を終えた被爆

者もいました。

　そして核兵器のない平和な世界を創るためには、たとえ自分の意見と反対の人がいてもまずは

話をしてみることが大事であり、決してあきらめない「ネバーギブアップ」の精神を若い世代へ

伝え続けた被爆者。こうした被爆者の体験に基づく貴重な平和への思いを伝えていくことが、ま

すます大切になっています。

　しかしながら、米国とロシアが世界の核弾頭の約 9割を保有し続け、またロシアによるウクラ

イナ侵攻や混迷を極める中東情勢を背景に、世界中で軍備増強の動きが加速しています。各国の

為政者の中では、こうした現状に強くとらわれ、「自国を守るためには、核兵器の保有もやむを

得ない。」という考え方が強まりつつあります。こうした事態は、国際社会が過去の悲惨な歴史

から得た教訓を無にすると同時に、これまで築き上げてきた平和構築のための枠組みを大きく揺

るがすものです。

　このような国家が中心となる世界情勢にあっても、私たち市民は決してあきらめることなく、

真に平和な世界の実現に向けて、核兵器廃絶への思いを市民社会の総意にしていかなければなり

ません。そのために、次代を担う若い世代には、軍事費や安全保障、さらには核兵器のあり方は、

自分たちの将来に非人道的な結末をもたらし得る課題であることを自覚していただきたい。その

上で、市民社会の総意を形成するための活動を先導し、市民レベルの取組の輪を広げてほしいの

です。その際心に留めておくべきことは、自分よりも他者の立場を重視する考
え方を優先することが大切であり、そうすることで人類は多く
の混乱や紛争を解決し、現在に至っているということです。こ
うしたことを踏まえれば、国家は自国のことのみに専念して他
国を無視してはならないということです。
　また、市民レベルの取組の輪を広げる際には、連帯が不可欠となることから、「平和文化」の

振興にもつながる文化芸術活動やスポーツを通じた交流などを活性化していくことが重要になり

ます。とりわけ若い世代が先導する「平和文化」の振興とは、決して難しいことではなく、例え



ば、平和をテーマとした絵の制作や音楽活動に参加する、あるいは被爆樹木の種や二世の苗木を

育てるなど、自分たちが日々の生活の中でできることを見つけ、行動することです。広島市は、

皆さんが「平和文化」に触れることのできる場を提供し続けます。そして、被爆者を始め先人の

助け合いの精神を基に創り上げられた「平和文化」が国境を越えて広がっていけば、必ずや核抑

止力に依存する為政者の政策転換を促すことになります。

　世界中の為政者の皆さん。自国のことのみに専念する安全保障政策そのものが国と国との争い

を生み出すものになってはいないでしょうか。核兵器を含む軍事力の強化を進める国こそ、核兵

器に依存しないための建設的な議論をする責任があるのではないですか。世界中の為政者の皆さ

ん。広島を訪れ、被爆の実相を自ら確かめてください。平和を願う「ヒロシマの心」を理解し、

対話を通じた信頼関係に基づく安全保障体制の構築に向けた議論をすぐにでも開始すべきではな

いですか。

　日本政府には、唯一の戦争被爆国として、また恒久平和を念願する国民の代表として、国際社

会の分断解消に向け主導的な役割を果たしていただきたい。広島市は、世界最大の平和都市のネッ

トワークへと発展し、更なる拡大を目指す平和首長会議の会長都市として、世界の 8,500 を超え

る加盟都市と連帯し、武力の対極にある「平和文化」を世界中に根付かせることで、為政者の政

策転換を促していきます。核兵器禁止条約の締約国となることは、ノーベル平和賞を受賞した日

本原水爆被害者団体協議会を含む被爆者の願いに応え、「ヒロシマの心」を体現することにほか

なりません。また、核兵器禁止条約は、機能不全に陥りかねないNPT( 核兵器不拡散条約 ) が国

際的な核軍縮・不拡散体制の礎石として有効に機能するための後ろ盾になるはずです。是非とも

来年開催される核兵器禁止条約の第1回再検討会議にオブザーバー参加していただきたい。また、

核実験による放射線被害への地球規模での対応が課題となっている中、平均年齢が 86 歳を超え、

心身に悪影響を及ぼす放射線により、様々な苦しみを抱える多くの被爆者の苦悩にしっかりと寄

り添い、在外被爆者を含む被爆者支援策を充実することを強く求めます。

　本日、被爆 80 周年の平和記念式典に当たり、原爆犠牲者の御霊に心から哀悼の誠を捧げると

ともに、決意を新たに、人類の悲願である核兵器廃絶とその先にある世界恒久平和の実現に向け、

被爆地長崎、そして思いを同じくする世界の人々と共に、これからも力を尽くすことを誓います。

令和 7年（2025 年）8月 6日　広島市長　松井　一實
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2025 年８月６日　長崎平和宣言（全文）

　1945 年 8月 9日、このまちに原子爆弾が投下されました。 　あの日から 80 年を迎える今、こ

んな世界になってしまうと、誰が想像したでしょうか。 　「武力には武力を」の争
いを今すぐやめてください。対立と分断の悪循環で、各地で紛
争が激化しています。 
　このままでは、核戦争に突き進んでしまう―。そんな人類存亡の危機が、地球で暮らす私たち

一人ひとりに、差し迫っているのです。 

　1982 年、国連本部で被爆者として初めて演説した故・山口仙二さんは、当時の惨状をこう語っ

ています。

　「私の周りには目の玉が飛び出したり　木ギレやガラスがつきささった人、首が半分切れた赤

ん坊を抱きしめ泣き狂っている若いお母さん　右にも　左にも　石ころのように死体がころがっ

ていました」 　そして、演説の最後に、自らの傷をさらけ出しながら、世界に向けて力強く訴え

ました。 　「私の顔や手をよく見てください。世界の人々　そしてこれから生まれてくる子供た

ちに私たち被爆者のような　核兵器による死と苦しみを　たとえ一人たりとも許してはならない

のであります」 　「ノー・モア・ヒロシマ　ノー・モア・ナガサキ　ノー・モア・ウォー　ノー・

モア・ヒバクシャ」 　この心の底からの叫びは、被爆者の思いの結晶そのものです。 

　証言の力で世界を動かしてきた、被爆者たちの揺るがぬ信念、そして、その行動が評価され、

昨年、日本被団協がノーベル平和賞を受賞しました。日本被団協が結成されたのは、1956 年。

心と体に深い傷を負い、差別や困窮にもがき苦しむ中、「自らを救うとともに、私たちの体験を

とおして人類の危機を救おう」という結成宣言をもって、長崎で立ち上がりました。 

　「人類は核兵器をなくすことができる」。強い希望を胸に、声を上げ続けた被爆者の姿に、多く

の市民が共感し、やがて長崎に「地球市民」という言葉が根付きました。この言葉には、人種や

国境などの垣根を越え、地球という大きな一つのまちの住民として、ともに平和な未来を築いて

いこうという思いが込められています。 

　この「地球市民」の視点こそ、分断された世界をつなぎ直す原動力となるのではないでしょう

か。 　地球市民である、世界中の皆さん。 

　たとえ一人ひとりの力は小さくとも、それが結集すれば、未来を切り開く大きな力になります。

被爆者は、行動でそう示してきました。 

　はじめの一歩は、相手を知ることです。対話や交流を重ね、互いに理解し、小さな信頼を重

ねていく。これは、私たち市民社会の大きな役割です。



私たちには、世界共通の言語とも言えるスポーツや芸術を通じて、また、発達した通信手段を使っ

て、地球規模で交流する機会が広がっています。 

　今、長崎で、世界約 8500 都市から成る平和首長会議の総会を開いています。市民に最も身近

な政府である自治体も絆を深め、連帯の輪を広げています。 

　地球市民として、共感と信頼を積み重ね、平和をつくる力に変えていきましょう。 

　地球市民の一員である、すべての国の指導者の皆さん。 

　今年は、「戦争の惨禍を繰り返さない」という決意の下、国連が創設されてから 80 年の節目で

もあります。今こそ、その礎である国連憲章の理念に立ち返り、多国間主義や法の支配を取り戻

してください。 　来年開催される核兵器不拡散条約（NPT）再検討会議は、人類の命運を左右す

る正念場を迎えます。長崎を最後の被爆地とするためには、核兵器廃絶を実現する具体的な道筋

を示すことが不可欠です。先延ばしは、もはや許されません。 

　唯一の戦争被爆国である日本政府に訴えます。 

　憲法の平和の理念と非核三原則を堅持し、一日も早く核兵器禁
止条約へ署名・批准してください。そのためにも、北東アジア
非核兵器地帯構想などを通じて、核抑止に頼らない安全保障政
策への転換に向け、リーダーシップを発揮してください。 
　平均年齢が 86 歳を超えた被爆者に、残された時間は多くありません。被爆者の援護のさらな

る充実と、いまだ被爆者として認められていない被爆体験者の一刻も早い救済を強く要請します。 

　原子爆弾で亡くなられた方々とすべての戦争犠牲者に、心から哀悼の誠をささげます。 

被爆 80 年に当たり、長崎の使命として、世界中で受け継ぐべき人類共通の遺産である被爆の記

憶を国内外に伝え続ける決意です。永遠に「長崎を最後の被爆地に」するために、地球市民の皆

さんと手を携え、核兵器廃絶と世界恒久平和の実現に力を尽くしていくことをここに宣言します。

　

8/9( 土 ) 11:22　時事通信社配信


